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　　　　　 公 立 小学生 にお ける ア ル フ ァ ベ
ッ ト指導 とそ の 効果に つ い て
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1 ．　 ア ル フ ァ ベ ッ ト指導

　公 立小 学校へ 英語活動 が導 入 され 5 年が すぎ、英語活動 を導入 した学校は 全体 の 93．6°

／。

まで 増えて きて い る（2005 年）。 実施時間 、お よび授業内容に 関 して は千差 万 別で 学校 間の

格差 が浮上 して きた。 さ らに小 学校 と中学校 教育の 連携 は大 きな教育課 題 で あ り 、 英語 に

関 して もそ の 問題に直面 して い る小学校 ・中学校 が 多く存在す る 。

　本発表 に おい て は 平成 18 年度に発表者 が 直接指導 を行 っ た公立小学校 にお ける リテ ラ

シ ー指 導 の うち 、 最重要課題 で あ っ た ア ル フ ァ ベ
ッ トの 指導 を中心 にそ の 方 法 と効果に つ

い て 報告 す る。 ア ル フ ァ ベ ッ ト指導にカを注 い だ の は リテ ラ シ ー活動 の 最 も基礎 で あ り、

第
一

言語 習得研 究 か らも リーデ ィ ン グ能力 の 発 達に最も大 き く影響す る要 因 として ア ル フ

ァ
ベ

ッ ト認 識 と Phonemic 　awareness （音素認識能 力）が報告され て い るか らで あ る （Ehri，

Nune
，
　W 皿 ow8 ，　Schuster，　Yaghoub −Zadeh

，
＆ Shanahan

、
　2eOl ）。 さらに 、 英語圈で 育つ 子

どもた ちは ア ル フ ァ ベ ッ トを習得す る ときに 文字 を視覚的 に学習 して い るだ けで はな く、

Phonemie 　awareness も伸ば し て い る （［llreiman
，
　Wneoff

，
＆ Richmond ・Welt取 1997） と

い う報 告 もある。

　本研 究にお い て は小 ・中連携 を視野 に い れ 、小学校で で きる英語 の リテ ラ シ ー指 導に つ

い て
、

ア ル フ ァ ベ ッ ト認識 と音韻認識 能力 の 発達 とい う観点か らデー タ を収集 し、分析 し

た結果 を発表する。

II．　 研 究 目的

  小 学校 高学年 （5 ， 6 年生）の ア ル フ ァ ベ ッ ト知識 の 発 達 を探る 。

  音素認 識能力 を測定す る。

  ア ル フ ァ
ベ

ッ ト知識 の 発達 と音素認識 能 力の 関連性 を探 る 。

III．　 研究方法

参加者 は特別 区 と して 英語 教育に取 り組 ん で い る東京 の A 公 立小学校に 通 う 5 年 生 、 6 年

生の 合計 37 名 で あ る。 当該参加者 は 2006 年 7 月に 1度 目の ア ル フ ァ
ベ

ッ ト認識 テ ス ト

（大文字）、音韻認識 テ ス トを受け 、 2007 年 3 月 に同様 の テ ス トに加 えて 小 文宇 、お よ び

単語認識テ ス トを受 けて い る 。

  ア ル フ ァ ベ ッ トテ ス ト

テ ス トはお お き く 4 つ の パ ー トに分 か れ て い る e

（A ）

（B ）

（C）

ア ル フ ァ ベ ッ ト1 文字ず つ の 単位 で の 聞 き取 りテ ス ト

ア ル フ ァ ベ ッ ト2 、 3 文 字単位 で の 聞き取 り テ ス ト

ア ル フ ァ ベ
ッ トの 書きテ ス ト
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（D） 絵 を使 っ た単語認識テ ス ト （6 項目）

  音素認識 力測 定テ ス ト

テ ス トは Open 　Oddity　Tbst と End 　Oddity　［［lest（Ki 　tley
，
　Bryant，

　MacLean
，
＆ Brad ユey

，

1989）とい う 2種類 の テ ス トを用意 した 。

（A） 3 つ の 単語 の うち最初 の 音 （も しくは音 の つ なが り）が違 うこ とばを選択 する 。

具体的に は次 の よ うな 3 つ の セ ク シ ョ ン に分 け 、 そ れ ぞ れ 8 つ の 項 目を用意 した 。

条件 1　　 doU
，
　deaf，　　 can 　　　 頭子音、母音 、最後 の 子 音全て違 う

条件 2　　 cap
，
　can

，　　 cot 　　　 頭子 音は 同 じ 、 母 音 、最後の 子 音が違 う

条件 3　　　can ，　cap 　　　 lad　　　 母音が 同 じ 、頭子音 、 最後の 子 音が違 う

（B） 3 つ の 単語 の うち最後 の 音 （もし くは音の っ なが り）が違 うこ とば を選択す る。

具体的に は次の よ うな 3 つ の セ ク シ ョ ン に分 け、それ ぞれ 8 つ の 項 目を稍意 した 。

条件 1　　 mop ，
　whip 　　 lead　　 頭子 音、母音 、 最後の 子音全 て 違 う

条件 2　　 1ip
，
　tip　　　　 hop　　　最後 の 子 音は同 じ、頭子 音と母 音が違 う

条件 3　　 hid
，
　lid　　　　 tip　　　 母音が 同 じ 、 頭子音 、 最後の 子音が違 う

ア ル フ ァ ベ ッ ト指導

  ア ル フ ァ ベ
ッ トの 視覚的情報を強調 した指導法

　  ア ル フ ァ
ベ

ッ トの 聴 覚的情報 を強調 した 指導法

　  ア ル フ ァ ベ ッ ト指導 か ら Phonemic　awareness 指導 へ

Iv　 考察

　ア ル フ ァ
ベ

ッ ト指導に つ い て は 、研究者の 授業で ア ル フ ァ ベ ッ トの 音韻認識 を育て る活

動、学級担任の 授 業で は視覚的な識別 を中心 に した活動 を行 っ た 。 こ の 学校で は 1年か ら

英語が 導入 され て い る とい う背景 もあ り、参加者 の ア ル フ ァ ベ ッ ト認識力 は高い もの が あ

っ た。さらに 、授 業に お ける音韻認識活動 を通 して 音韻に 関す る気づ きが 育ち 、 そ れ が 単

語認識力の 向上 に 寄与 した の で はない か と思わ れた 。 発表 時 に はポ ス トテ ス トの 結果 を踏

まえ統計的な見解 を含 め詳 しく報告す る 。

　 また 、他の 研究 （JACET44 回、45 圃 全国大会発 表） で も明 らか にな っ た よ うに、ア ル

フ ァ ベ ッ トの 「書 く」 能力 が あ る参加者 は 単語認識 が優れ て い る こ とが再 確認 され た 。
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